











































図 1　現在我が国で臨床上の問題となる耐性菌 図 2　抗菌薬の開発と耐性菌の出現
本来ならば，教育講演のマスターを使用すべきですが，内容が論文形式だっ














































　1990 年から導入した分子疫学は，分離菌 1 つ 1
つの由来を特定できるため，院内感染対策のもっと
も強力なツールとなっています．ゲノムの全塩基配 








　MLST（Multi locus sequence type）：数か所の
Housekeeping gene の塩基配列に基づく分類です．
個別というより，グループ分けに適切です．






























MRCNS（Methicillin Resistant Coagulase 
Negative Staphylococci）の存在
　同時期に昭和大学病院入院患者から分離された，










































































フィールド電気泳動です．図 10 の Lane1 ～ 5 に
2014 年 1 月に検出された 2系統以上耐性緑膿菌ゲ
ノムの SpeI 切断パターンを示します．Lane 6 は
2011 年に他病棟で分離されたMDRP ゲノムです．




図 10　2014 年 1 月　昭和大学病院附属東病院で分離された 2系統以上耐性



















は，7 箇 所 Citrate synthase （gltA）, DNA gyrase 
subunit B（gyrB）, Glucose dehydrogenase B（gdhB）, 
Homologous recombination factor（recA）, 60-kDa 
chaperonin（cpn60）, Glucose-6-phosphate isomerase
（gpi）, RNA polymerase sigma factor（rpoD） 
の Housekeeping 遺伝子の塩基配列による型分類で
す．分離されたアシネトバクターの解析結果を図
11 に示します．MDRAB と 2 系統耐性株が世界流
行株のCC92 に属することが判明しました．教室の
安原努先生が報告したものです7）．








図 11　 2010 ～ 2011に検出された耐性A. baumannii の




























菌（Klebsiella, Escherichia, Enterobacter, Serratia, 






図 14　 2013 年 4 月～ 5 月に患者と環境から検出され
たMDRAB が再び 8 月に救命救急センター患
者から分離された。
図 13　MDRAB PFGE analysis SmaI digest
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